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１．単元設定の理由

本単元は，学習指導要領の内容(６) 「身近な自然を利用したり，身近にある物を使ったりなどして，遊びや遊びに使う物を工夫してつくり，その面白さや自然の不思議さに気付き，みんなで遊びを楽しむことができるようにする。」を受けて設定したものである。
本単元では，身近な自然のものを使って遊ぶことの楽しさを感じ，比べたり繰り返し試したりする活動を通して，友達との共通点や相違点に気付いたり，新たな疑問が生まれたり，きまりに気付いたりすることで主体性を育むことができると考えられる。また，友達と一緒に考え，一緒に楽しむことで，友達との関わりを大切にすることができる。さらに，幼稚園との交流を設定し，自分たちでつくったおもちゃで園児と一緒に遊ぶ活動をすることで，協調性を育むことができると考える。

　　
本校には，生き物や植物と触れ合ったり，手作りの遊具で遊べたりする「学びの森」（学校林）がある。「自然物を使って遊んだことがありますか。」とアンケートをとったところ，経験があると答えた児童は４６％で，半数以上の児童が経験したことがない。しかし，つくってみたい，遊んでみたいという児童は多く，おもちゃづくりに意欲的である。
また，本学級の児童に対して，本校で育てようとする資質・能力の具体について，７月に実施したアンケートは，以下のような結果であった。
	【本校で育てようとする資質・能力の具体】
	アンケート項目
	肯定的評価の割合

	課題発見力
	授業では，知ってみたいこと，やってみたいことを見つけています。
	１００％

	論理的思考力
	授業では，理由をつけて考えています。
	９３％

	主体性
	授業では，自分の考えをもっています。
	９３％

	協調性
	友達の意見を最後まで聞いて話し合い，協力して取り組んでいます。
	９７％

	自らへの自信
	目標に向かって取り組む中で，自分はがんばっているなと思います。
	９７％

	
	西小学校の地域のことが好きです。
	１００％


　　この結果，どの項目も肯定的評価が高い。意欲的に学んでいる児童が多く，「学びの森」を含めて地域のことが大好きである。しかし，自分の考えをもち，理由をつけて考えられている児童は少ない。自分で考えようとせずに，友達の考えに流され，自分が伝えたいことを言葉で表現できない児童もいる。また，自分のことで精一杯で友達と協力して取り組めていない児童も見られる。友達との関わりの中で，遊びを工夫したり，自分の思いや願いをもって活動したりするまでには至っていない。

（１）「課題発見・解決学習」の学習過程をさらに意識した単元計画の作成
　　・　４年生と一緒に「学びの森」（学校林）に行き，落ち葉や木の実を拾ったり，自然を利用したりして遊んだ後，拾ったものを活用しておもちゃをつくってみたい，おもちゃで遊んでみたいという意欲を高めさせる。
　　・　まず，まつぼっくりを使ってけん玉をつくったり遊んだりする活動を取り入れる。工夫してつくることの面白さを感じたり，友達と比べたりすることで，友達のよさに気付き自分のけん玉をもっとよくしようとする改良の視点をもつことができるようにする。
　　・　他のおもちゃをつくりたいという思いをもって，秋が深まる頃再度「学びの森」へ行き，楽しく遊べるおもちゃをつくれるようにする。　
　　・　１学期に本校に隣接している西幼稚園児とシャボン玉パーティーを開催した経験から，園児に自分達のつくったおもちゃで遊んでもらいたいという思いをもたせる。
　・　単元終末では，園児を招待しておもちゃパーティーを開催し，みんなで楽しく遊ぶことができるようにする。
（２）主体的・対話的で深い学びのある授業の実現
　①話合いの充実
　　・　クラゲチャートを用いることで，自分のつくりたいおもちゃと（自分のめあて），材料，遊び方を明確にして交流させる。 
　　・　おもちゃづくりの際は，同じ種類のおもちゃをつくる子ども同士をグループにし，お互い比べたり，教え合ったりすることができるようにする。
　　・　おもちゃパーティーでは，園児に分かりやすく伝えられるようにするために，遊びのルールや約束を考え話し合わせる。
　②学びを深めるための「書く」活動の質の向上
　　・　自分のつくりたいおもちゃをつくるために，クラゲチャートを活用し，自分のめあてや材料，
遊び方を記録できるようにする。
　　・　自分のつくりたいおもちゃができたかどうか自己評価するため，３段階の印でワークシートに
記入させる。
　　
２．単元の目標
　　身近な自然物や，身の回りにあるものを使って，おもちゃを工夫してつくったり，遊び方を工夫したりする活動を通して，遊びの面白さや自然の不思議さに気付き，安全に気を付けて，みんなで遊びを楽しむことができるようにする。
３．単元の評価規準
	
	
	生活への

関心・意欲・態度
	活動や体験についての
思考・表現
	身近な環境や自分についての
気付き

	単元の

評価規準
	
	　身近な自然物を使って，遊びに使うものをつくったり，遊んだりすることに関心をもち，みんなで楽しく遊ぼうとしている。
	自然物や身の回りにあるものを利用して，遊びに使うものを工夫したりしてつくったり，みんなが楽しく遊べるように約束やルールを考えたりしながら，みんなで楽しく遊んでいる。
	自然物を利用して遊んだり，遊びに使うものをつくったりすることの面白さや，自然の不思議さ，秋の自然物を使ってみんなで遊ぶことの楽しさに気付いている。

	学習活動（小単元）における評価規準
	1
	①　自然物を使った遊びに関心をもち，まつぼっくりを使って楽しくおもちゃをつくろうとしている。
	1 自分の思いをもって，
材料やつくり方を工夫してけん玉をつくったり，遊んだりしている。
	①　材料の大きさ等によって変わる面白さや不思議さ，友達のよさや自分との違いに気付いている。

	
	2
	②　思いや願いをもって，自然物を使っておもちゃや楽器をつくったり，遊んだりしようとしている。
	②　自然物を使っておもちゃや楽器を工夫してつくっている。

③　友達のアドバイスや友達と自分のを比べて見つけたよさ等を参考にして，おもちゃや楽器を改良している。
	②　おもちゃや楽器を工夫してつくったり，遊んだりする面白さに気付いている。

③　材料によって変わる面白さや不思議さ，友達のよさや自分との違いに気付いている。

	
	3
	③　友達や幼稚園児と関わりながら，自分たちがつくったおもちゃを使って，楽しく遊ぼうとしている。
	④　友達や幼稚園児と楽しく遊べるように考え，約束やルールを工夫して遊びをつくり出している。
	④　遊びの楽しさや，楽しく遊んでいる自分や友達のよさに気付いている。


４．本校で育てようとする資質・能力の具体
	知識・技能
	自然物を使って遊びに使うおもちゃや楽器などをつくり，葉や木の実などや身近にある材料の特徴に気付いている。

	主体性
	「楽しく遊べるおもちゃや楽器をつくりたい」という思いや願いをもって，道具をつくったり，遊び方を工夫したりしている。

	協調性
	友達と比べたり教え合ったりしながら，みんなが楽しく遊べるように，約束やルールを考え，みんなで楽しく遊んでいる。


５．指導計画（全１５時間　本時４／１５）
	次
	主な学習活動
	評価規準

（評価方法）
	本校で育てようとする資質・能力の具体

	一

（４時間）



	
〇　「学びの森」で，葉や木の実を集めたり遊んだりすることで，自然物を使った遊びに意欲関心を高める。　　　　　　　　　　　　（２）
〇　けん玉名人大作戦その①
まつぼっくりを使ってけん玉をつくる。（１）
· けん玉名人大作戦その②
お互いのけん玉を比べて，改良したい点を考え，友達のよさを参考にしながら，さらによい物にしようと工夫する。（１）【本時】


	関①（発言・行動観察）
思①（作品・行動観察・ワークシート）
気①（発言・作品・ワークシート）

	主体性
主体性
主体性


	二

（６時間）
	
· おもちゃ名人大作戦その①
自分がつくりたいおもちゃや材料を考える。（１）

〇　「学びの森」で拾った葉や木の実を使っておもちゃをつくる。（２）

〇　つくったおもちゃで遊び，友達のおもちゃのよさを見つけたり，自分のおもちゃの改良点を考えたりして交流する。（１）
〇　おもちゃ名人大作戦その②
　おもちゃをさらによいものにしようと工夫し，完成さ
せる。（２）


	関②（発言・ワークシート）
思・気②（作品・行動観察）
気③（発言・ワークシート）
思③（作品・行動観察）


	主体性
主体性
協調性
知識・技能
主体性



	三

（５時間）


	
〇　おもちゃパーティーに向けてどんな準備がいるか交流し，計画を立てる。（１）
〇　おもちゃパーティーの準備を行い，リハーサルを行う。（２）

〇　おもちゃパーティーを行う。（２）


	関・思③（発言・ワークシート）
思④（発言・ワークシート）
気④（発言・ワークシート）
	協調性
協調性
協調性


６．本時の学習
（１）本時の目標
けん玉名人になりたいという思いや願いをもって，工夫して楽しく遊べるけん玉をつくり遊ぶことができる。
（２）本時で望む「主体的・対話的で深い学び」の姿

　　　　けん玉のつくり方や遊び方の工夫などを友達と交流したり，繰り返し試したりして工夫しながらつくったり遊んだりしている姿。
（３）準備物

　　　　まつぼっくり，材料（ひも，紙コップ等），道具（きり，はさみ，セロハンテープ等）
前回使った道具，ワークシート
（４）学習の展開
	学　習　活　動
	指導上の留意事項（・）

「努力を要する」状況と判断した児童への指導の手だて（◆）
	○　評価規準（評価方法）

★　望ましい姿【本校で育てようとする資質・能力の具体】

	１　前時の学習を振り返り，本時の課題を確認する。

２　けん玉をつくり，あそぶ。




３　試したことや気付いたことを交流する。





４　本時を振り返り，次時の内容を確認する。


	・　前時につくったけん玉を交流することによって，自分と友達のけん玉の共通点や相違点に目を向けることができるようにする。
・　自分の思いをかなえるためには，ひもの長さやコップの大きさ等をどうすればいいのか考えさせる。
・　自分のつくりたいけん玉をつくるために，思い付いたことがあればクラゲチャートに記録できるようにする。

・　材料コーナー，改造コーナー，お試しコーナー等の場所を決めて活動できるようにする。
◆　班机（改造コーナー）にしてつくらせることで，つくり方で困っている児童には，友達同士で教え合ったり，聞いたりするように促す。
・　遊びながら友達のけん玉と比較させることで，共通点や相違点に気付くことができるようにする。
・　自分のつくりたいけん玉ができたかどうか話し合わせる。材料だけでなく，遊び方で気付いたことも発表できるようにする。
・　遊び方に着目させるために，ＩＣＴを活用する。
◆　言葉だけでは難しい場合，動作化しながら説明させることで言語化できるようにする。


・　ワークシートに３段階の印で評価することで，作戦が成功したかどうか振り返りができるようにする。
・　学びの森で活動した写真を提示し，けん玉以外のおもちゃもつくってみたいという思いを抱かせて次時につなげる。
	★　主体性
　「楽しく遊べるけん玉を作りたい」という思いや願いを持って，けん玉をつくったり遊び方を工夫したりしている姿。
〇　気付き
　材料の大きさ等によって変わる面白さや不思議さ，友達のよさや自分との違いに気付いている。
（作品・発言・
ワークシート）



（６）板書計画
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研究主題に迫るための手立て





課題の設定





情報の収集





整理・分析





【小単元の目標】けん玉名人になろう！ 


　葉や木の実を使っておもちゃをつくることに関心をもち，まつぼっくりを使ってけん玉をつくったり，遊んだりすると楽しいことに気付き，工夫してつくったり遊んだりしようとする。





◇思い　「もっと葉や木の実を使ったおもちゃをつくって遊んでみたいな。」





整理・分析





情報の収集





課題の設定





【小単元の目標】秋のおもちゃ名人になろう！ 


「学びの森」で集めた葉や木の実を使って，楽しく遊べるおもちゃや楽器をつくりたいという思いや願いをもって，おもちゃを工夫してつくろうとする。








まとめ・創造・表現





◇思い　「幼稚園児を招待して，一緒に秋のおもちゃパーティーをしたいな。」





課題の設定





まとめ・創造・表現





実行





振り返り





情報の収集





整理・分析





【小単元の目標】秋のおもちゃパーティーをひらこう！


　おもちゃパーティーを通して，幼稚園児と進んで交流する楽しさや，友達のよさや自分との違いに気付き，楽しく遊ぼうとする。





◇思い　「楽しく遊べてうれしかったな。また幼稚園の友達と一緒に遊びたいな。」





じぶんの　つくりたい　けんだまになるよう　ためしたり　くふうしたりしよう。





ひもの長さが長かったら入れるのが難しかったので，短いひもを使おうと思います。





楽しく遊ぶために，カップの数を増やして，反対側に付けたいです。





自分がつくりたい　けん玉ができたかな。





コップの数を増やしたら，たくさん入るから楽しく遊べたよ。





コップの数が多くてもなかなか入らなかったよ。どうしてかな。





◇思い　「もっと葉や木の実を使ったおもちゃをつくって遊んでみたいな。」





足を開いて，膝を曲げたらよく入ったよ。振り回したら入らなかったから，まっすぐ上に上げた方がいいよ。











　

















けんだまめいじん　だいさくせん②





� eq \o\ac(○,め)�　じぶんの　つくりたい　けんだまになるよう　


ためしたり　くふうしたりしよう。
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